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大学のテキストは，高校までの教科書と
どこが違うのですか？

answer
A 一言でいえば，大学で使用するテキストは書かれてい

る内容について，自由度が高いということです。みな

さんがすでに経験しているように，高校までの教科書は，世界

史など複数の会社から出版されていますが，扱われている内容

はおおむね同じであったと思います。その理由はいろいろです。

たとえば，国による教科書検定のしくみがあり，学習指導要領

によって学ぶ内容があらかじめ決められています。この背景に

は，全国の高校で，一定のレベルまで生徒が理解できるように

したいという考え方があって，一律性が重視されたのです。こ

れと比べると，大学で使うテキストには同様のしくみや規制は

存在しません。大学のテキストは自由です。大学の教員は，教

育者であると同時に研究者でもありますから，研究の成果に立

脚して，自己の見解なり考え方を打ち出して講義をしたりテキ

ストを執筆したりしています。これは，学問の自由が憲法で保

障されていることの表れでもあります。大学で使うテキストが

内容について自由であるということは，別のいい方をしますと，
それぞれのテキストが個性をもっているということです。高校

までは決まった教科書が必ず配布されるか購入され，選択の自

由が存在しなかったのに対し，大学のテキストは選択および購
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入について利用者に自由が認められています。

　もちろん，大学のテキストであっても，各種国家試験の対象

となっている科目（憲法，民法，刑法などが代表例です）では，

そうした試験を意識して大学のカリキュラムが整備されている

のが一般的です。それに対応して，テキストも標準的内容を盛

り込んでいます。したがって，そのぶんだけ，それぞれのテキ

スト間の違いは小さくなっています。また，テキストの著者で

ある大学の先生は，他の大学の先生方も利用することを考えて

執筆していますから，そうした利用の便宜を考えて，独自のカ

ラーを少し抑制することもあります。

　高校までは，上記のように生徒全員が同じ教科書を利用して

いました。大学でも，同じように 1つのテキストだけを教科書

として指定して講義を進める先生がいます。この場合には，講

義でそのテキストを参照する機会が多いので，その本を購入し

て持参することが，講義の理解につながります。他方で，担当

の先生の方針によっては，複数のテキストが教科書指定される

ことや，参考書が紹介されることもあります。これは，先生が

お薦めの数種類のテキストについて購入ガイダンスとして情報

提供する一方で，その範囲内で受講生の好みに合わせた選択を

認め，予習や復習での活用に期待する趣旨です。こうした場合

には，テキストとして指定された本は必ず 1冊は購入する必要

があります。他方で，参考書として指定された書籍は，興味が

ある限りで目を通してほしいといった推薦図書と考えて下さい。
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　法学部の学生が卒業までに手にする法学テキストは，相当数

に上ります。テキストは，法律学の学習で中心に位置していま

す。にもかかわらず，「テキストをうまく利用できない」とい

う学生の声を耳にします。こうした悩みは昔からみられるもの

です。

　本書は，私自身の経験を基礎としています。法律学を学び始

めたみなさんに，肩の力を抜いて目を通してほしいと願って執

筆しました。テキストの利用など，一見したところ，単純な技

術のように思うかもしれません。しかし，テキストをうまく使

えるようになると，不思議と法律学の理解が深まります。逆に，

法律学の理解が進むと，テキストはその輝きを増します。実感

として，法学テキストの読み方の中に，法律学のエッセンスが

詰まっていると思います。みなさんがお気に入りのテキストと

出会って，法律学と親しむことができるよう期待しています。

　本書の企画は，法学テキストをめぐる会話の中から自然と生

まれました。有斐閣書籍編集部の佐藤文子さんのお勧めがなけ

れば，執筆する勇気をもてなかったように思います。有斐閣の

みなさんのご支援に心からお礼申し上げます。

　2020 年 3 月

大 橋 洋 一

afterword あとがき
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